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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　骨の骨折を整復するための装置であって、該装置は、
　第１の骨貫通要素と、
　第２の骨貫通要素と、
　該骨の外部の架橋要素であって、該架橋要素は、該第１の骨貫通要素および該第２の骨
貫通要素を受容するように構成される、架橋要素と、
　該架橋要素に対する該第１の骨貫通要素の第１の位置、および該架橋要素に対する該第
２の骨貫通要素の第２の位置を保持するように構成される保持機構と
　を備える、装置。
【請求項２】
　前記保持機構は、圧力を前記第１の骨貫通要素および前記第２の骨貫通要素に印加する
ように構成される細長い圧力分配部材を備え、該圧力分配部材は、該第１の骨貫通要素を
前記第１の位置に、および該第２の骨貫通要素を前記第２の位置に保持する、請求項１に
記載の装置。
【請求項３】
　固定機構をさらに備え、該固定機構は、圧力を前記圧力分配部材の一部分に送達するよ
うに構成されることにより、該圧力分配部材は、前記第１の骨貫通要素を前記第１の位置
に、および前記第２の骨貫通要素を前記第２の位置に保持する、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記固定機構は、止めネジを備える、請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　第３の骨貫通部材と、
　基部と
　をさらに備え、
　該第３の骨貫通部材は、該基部を基準骨片と係合させるように構成され、
　前記第１の骨貫通部材は、該基準骨片に対して第１の骨片を定置するように構成される
、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記基部は、前記第３の骨貫通部材を受容するように構成されるカラーを含む、請求項
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５に記載の装置。
【請求項７】
　前記骨に対する前記基部の高度を固定するための高度ロックをさらに備える、請求項６
に記載の装置。
【請求項８】
　前記架橋部材と前記カラーとの間の長さを固定するための長さロックをさらに備える、
請求項６に記載の装置。
【請求項９】
　前記第２の骨貫通部材は、前記基準骨片に対して第２の骨片を定置するように構成され
る、請求項５に記載の装置。
【請求項１０】
　前記基部を前記架橋要素に剛に接合するように構成される支持材をさらに備え、該支持
材は、前記骨の電磁撮像のための陥凹を画定する、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　前記陥凹の一部分は、前記骨の長手軸と実質的に一致する、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記支持材を前記架橋要素に接合するヒンジをさらに備える、請求項１０に記載の装置
。
【請求項１３】
　前記架橋部材を斜角で前記支持材に固定するように構成されるヒンジロックをさらに備
える、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　骨の骨折を整復するための装置であって、該装置は、
　単一フレームを備え、該単一フレームは、
　　第１の骨貫通要素を受容するための第１のレセプタクルと、
　　第２の骨貫通要素を受容するための第２のレセプタクルと、
　　第３の骨貫通要素を受容するための第３のレセプタクルと
　を有し、
　該第１および第２の骨貫通要素は、該第３の骨貫通要素に対応する第３の骨片に対して
、第１および第２の骨片をそれぞれ移動させるように構成され、
　該第１のレセプタクルと該第２のレセプタクルとは、該第１のレセプタクルを始点とす
る第１の半直線を画定し、
　該第１のレセプタクルと該第３のレセプタクルとは、該第１のレセプタクルを始点とす
る第２の半直線を画定し、
　該第１の半直線と第２の半直線とは、鋭角を画定する、装置。
【請求項１５】
　前記角度は、約４０°から約８９°に及ぶ、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記角度は、約４５°から約８０°に及ぶ、請求項１４に記載の装置。
【請求項１７】
　前記角度は、約５５°から約７５°に及ぶ、請求項１４に記載の装置。
【請求項１８】
　前記第１のレセプタクルおよび前記第２のレセプタクルは、前記骨の第１および第２の
解剖学的半空間に対応し、該第１の解剖学的半空間は、該骨を実質的に二分する面によっ
て分離される、請求項１４に記載の装置。
【請求項１９】
　前記第１の解剖学的半空間は、前半空間であり、
　前記第２の解剖学的半空間は、後半空間である、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記第１の解剖学的半空間は、掌側半空間であり、
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　前記第２の解剖学的半空間は、背側半空間である、請求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　前記第１の解剖学的半空間は、内側半空間であり、
　前記第２の解剖学的半空間は、外側半空間である、請求項１８に記載の装置。
【請求項２２】
　前記第３のレセプタクルは、前記骨を実質的に二分し、前記骨の第１および第２の解剖
学的半空間を画定する面に対応する、請求項１４に記載の装置。
【請求項２３】
　前記第１の解剖学的半空間は、前半空間であり、
　前記第２の解剖学的半空間は、後半空間である、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記第１の解剖学的半空間は、掌側半空間であり、
　前記第２の解剖学的半空間は、背側半空間である、請求項２２に記載の装置。
【請求項２５】
　前記第１の解剖学的半空間は、内側半空間であり、
　前記第２の解剖学的半空間は、外側半空間である、請求項２２に記載の装置。
【請求項２６】
　骨折を整復するためのシステムであって、該システムは、
　第１の骨片に挿入されるように構成された第１の骨貫通部材と、
　第２の骨片に挿入されるように構成された第２の骨貫通部材と、
　係止力を該第１の骨貫通部材および該第２の骨貫通部材に分配するように構成されたア
クチュエータと、
　該第１の骨貫通部材から該第２の骨貫通部材まで及ぶ架橋部材と
　を備え、
　該アクチュエータから該係止力を該第１の骨貫通部材および該第２の骨貫通部材に分配
することは、該第１の骨貫通部材および該第２の骨貫通部材を該架橋部材に係止する、シ
ステム。
【請求項２７】
　前記架橋部材は、基準骨片の長手軸に対して斜角に回転させられるように構成されてい
る、請求項２６に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記角度は、橈骨の傾斜である、請求項２７に記載のシステム。
【請求項２９】
　前記基準骨片にピンで留められるように構成された基部をさらに備え、該基部は、該架
橋部材に剛に接合され、
　該基部を該基準骨片にピンで留めることは、前記架橋部材を前記斜角に固定する、請求
項２７に記載のシステム。
【請求項３０】
　基準骨片に対して高度を調整されるように構成された基部をさらに備え、該基部の高度
は、前記第１および第２の骨片を該基準骨片に対してある角度まで回転させるように調整
される、請求項２６に記載のシステム。
【請求項３１】
　前記角度は、掌側傾転である、請求項３０に記載のシステム。
【請求項３２】
　前記角度を固定するために前記高度が固定されるように構成されている、請求項３０に
記載のシステム。
【請求項３３】
　基準骨片と係合される第３の骨貫通部材をさらに備え、該第３の骨貫通部材の位置は、
基部に対して調整されて、（ａ）前記第１および第２の骨片と（ｂ）該基準骨片との間の
距離を調整するように構成されている、請求項２６に記載のシステム。



(4) JP 2014-514024 A5 2015.4.9

【請求項３４】
　前記距離は、橈骨の高さに対応する、請求項３３に記載のシステム。
【請求項３５】
　前記距離を固定するために、前記基部に対してある位置で固定されるように構成された
カラーをさらに備える、請求項３３に記載のシステム。
【請求項３６】
　陥凹を有する剛性の放射線不透過性支持材であって、該剛性の放射線不透過性支持材は
、基準骨に対して前記架橋部材を固定するために使用される、剛性の放射線不透過性支持
材と、
　該陥凹を介して骨の内部を撮像するための手段と
　をさらに備える、請求項２６に記載のシステム。
【請求項３７】
　骨折を整復するための装置であって、該装置は、
　第１の骨片に固定されるように構成される基部と、
　該基部と機械的に連絡している骨片マニュピレータであって、該骨片マニュピレータは
、
　第２の骨片と剛に係合されることと、
　３つの直交軸に沿って該第２の骨片を変位させることと、
　該３つの直交軸の各々に沿って該第２の骨片を回転させることと
　を行うように構成される、骨片マニュピレータと
　を備える、装置。
【請求項３８】
　圧力源をさらに備え、該圧力源は、前記マニュピレータを固定することにより、
　前記３つの直交軸に沿った前記第２の骨片の変位と、
　該３つの直交軸の周りでの該第２の骨片の回転と
を実質的に防止するように構成される、請求項３７に記載の装置。
【請求項３９】
　前記骨片マニュピレータは、
　細長い骨貫通部材と、
　該細長い骨貫通部材を受容するように構成されるカラーと
　を備える、請求項３７に記載の装置。
【請求項４０】
　前記骨片マニュピレータは、圧力源をさらに備え、該圧力源は、前記カラーに対して前
記骨貫通部材を係止するように構成される、請求項３９に記載の装置。
【請求項４１】
　前記骨片マニュピレータは、カラー支持材をさらに備え、該カラー支持材は、
　第１の方向と、
　該第１の方向に対して直角である第２の方向と
　において平行移動するように構成される、請求項３９に記載の装置。
【請求項４２】
　前記骨片マニュピレータは圧力源をさらに備え、該圧力源は、前記カラー支持材に対し
て前記カラーを係止するように構成される、請求項４１に記載の装置。
【請求項４３】
　前記骨片マニュピレータは圧力源をさらに備え、該圧力源は、前記基部に対して前記カ
ラー支持材を係止するように構成される、請求項４１に記載の装置。
【請求項４４】
　前記骨片マニュピレータは、カラー支持材をさらに備え、該カラー支持材は、
　第１の方向と
　該第１の方向に対して直角である第２の方向と
　において平行移動するように構成される、請求項４０に記載の装置。
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【請求項４５】
　前記圧力源は、前記カラー支持材に対して前記カラーを係止するように構成される、請
求項４４に記載の装置。
【請求項４６】
　前記圧力源は、前記基部に対して前記カラー支持材を係止するようにさらに構成される
、請求項４５に記載の装置。
【請求項４７】
　前記圧力源が第１の圧力源であるとき、第２の圧力源を備え、該第２の圧力源は、前記
基部に対して前記カラー支持材を係止するように構成される、請求項４２に記載の装置。
【請求項４８】
　前記カラーは、コレットを備え、該コレットは、前記カラー支持材に対して関節運動す
る関節運動面を有し、
　前記圧力源は、該コレットのネジ山である、請求項４１に記載の装置。
【請求項４９】
　前記関節運動面は、実質的に球面の曲率を有する、請求項４８に記載の装置。
【請求項５０】
　前記カラーは、コレットを備え、該コレットは、
　前記細長い骨貫通部材を受容するためのカニューレ挿入された本体であって、該カニュ
ーレ挿入された本体は、
　　外側ネジ山と、
　　該細長い骨貫通部材を保持するように構成される保持指部と
　を有する、カニューレ挿入された本体と、
　該カニューレ挿入された本体を受容し、該細長い骨貫通部材に対して該保持指部を圧迫
するためのテーパ状形態部と、
　該外側ネジ山に係合し、該カニューレ挿入された本体を該テーパ状形態部の中へ方向付
けるための雌ネジ山付き部材と
　を含む、請求項４０に記載の装置。
【請求項５１】
　前記雌ネジ山付き部材は、前記カラー支持材に対して関節運動するための第１の湾曲関
節運動面を含み、
　前記テーパ状形態部は、該カラー支持材に対して関節運動するための第２の湾曲関節運
動面を含む、請求項５０に記載の装置。
【請求項５２】
　前記テーパ状形態部は、拡張部材を含み、該拡張部材は、前記保持指部による前記細長
い骨貫通部材の係合に応答して、前記カラー支持材に係合するように構成される、請求項
５１に記載の装置。
【請求項５３】
　戻り止めをさらに備え、該戻り止めは、前記カラー支持材に対して、前記テーパ状形態
部の回転変位を制限する、請求項５２に記載の装置。
【請求項５４】
　前記戻り止めは、前記テーパ状形態部から延在し、前記カラー支持材への干渉に対して
構成されるピンを含む、請求項５３に記載の装置。
【請求項５５】
　前記雌ネジ山付き部材と前記テーパ状形態部とは、該形態部に対する前記保持指部の力
によって、相互から変位させられるように構成される、請求項５０に記載の装置。
【請求項５６】
　前記カラー支持材は、上板と、下板とを含み、
　前記テーパ状形態部からの前記雌ネジ山付き部材の変位は、該下板から該上板を変位さ
せる、請求項５５に記載の装置。
【請求項５７】
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　前記基部は、前記下板からの前記上板の変位を制限するように構成されるフレームを含
む、請求項５６に記載の装置。
【請求項５８】
　前記コレットは、圧力を印加することによって、前記細長い骨貫通部材を（ａ）前記雌
ネジ山付き部材および前記テーパ状形態部を通して前記カラー支持材に、および（ｂ）該
カラー支持材を通して前記フレームに係止する、請求項５７に記載の装置。
【請求項５９】
　前記骨片マニュピレータが第１の骨片マニュピレータであり、前記３つの直交軸が第２
の骨片に対応するとき、第２の骨片マニュピレータをさらに備え、該第２の骨片マニュピ
レータは、前記基部と機械的に連絡し、
　第３の骨片と剛に係合されることと、
　該第３の骨片に対応する３つの直交軸に沿って該第３の骨片を変位させることと、
　該３つの直交軸の各々に沿って該第３の骨片を回転させることと
　を行うように構成される、請求項３７に記載の装置。
【請求項６０】
　骨折を整復するための装置であって、該装置は、
　可鍛性フレームと、
　該フレームに固定され、第１の細長い骨貫通部材を受容するように構成される第１のカ
ラーと、
　該フレームに固定され、第２の細長い骨貫通部材を受容するように構成される第２のカ
ラーと
　を備え、
　該可鍛性フレームは、該第１の細長い骨貫通部材に対して該第２の細長い骨貫通部材の
位置を保持するように構成される、装置。
【請求項６１】
　前記第１のカラーに剛に連結される第１の制御ハンドルと、
　前記第２のカラーに剛に連結される第２の制御ハンドルであって、該第２の制御ハンド
ルは、該第２のカラーを該第１のカラーに対する第１の位置から該第１のカラーに対する
第２の位置まで移動させるように構成される、第２の制御ハンドルと
　をさらに備える、請求項６０に記載の装置。
【請求項６２】
　前記第１の制御ハンドルは、使用中に、前記第１のカラーに連結され、使用後に、該第
１のカラーから取り外し可能であり、
　前記第２の制御ハンドルは、使用中に、前記第２のカラーに連結され、使用後に、該第
２のカラーから取り外し可能である、請求項６１に記載の装置。
【請求項６３】
　前記第１のカラーは、該第１のカラーに対して前記第１の細長い骨貫通部材を係止する
ように構成される第１の圧力源を含み、
　前記第２のカラーは、該第２のカラーに対して前記第２の細長い骨貫通部材を係止する
ように構成される第２の圧力源を含む、請求項６２に記載の装置。
【請求項６４】
　骨の骨折を整復するための装置であって、該装置は、
　第１の骨片に対応する第１の軟組織を支持するように構成される第１の支持材と、
　第２の骨片に対応する第２の軟組織を支持するように構成される第２の支持材であって
、該第２の支持材は、接合部を介して該第１の支持材に対して関節運動する、第２の支持
材と、
　該接合部を固定して、該第１の支持材と該第２の支持材との間の角度をセットするよう
に構成されるロックと
　備える、装置。
【請求項６５】
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　前記第１の軟組織を前記第１の支持材に引き締める第１の引締め要素と、
　前記第２の軟組織を前記第２の支持材に引き締める第２の引締め要素と
　をさらに備える、請求項６４に記載の装置。
【請求項６６】
　前記第２の引締め要素は、引張力を前記第２の軟組織に印加して、前記第１の骨片から
離れるよう前記第２の骨片を変位させるように構成される、請求項６５に記載の装置。
【請求項６７】
　前記第２の引締め要素は、軟組織把持器を含む、請求項６６に記載の装置。
【請求項６８】
　前記軟組織把持器は、前記第１の骨片から離れるような前記第２の骨片の変位が増加す
るにつれて、増加するけん引力を前記軟組織に印加するように構成される、請求項６７に
記載の装置。
【請求項６９】
　前記接合部は、細長い部材を備え、該細長い部材は、
　前記第１の支持材と回転可能で係止可能に係合している第１の端部と、
　前記第２の支持材と回転可能で係止可能に係合している第２の端部と、
　変位ロックと
　を有し、
　該第１の端部と第２の端部とは、該第１の支持材と第２の支持材との間の間隙を調整す
るように相互から変位可能であり、
　該変位ロックは、該第１の端部と第２の端部との間の変位を固定することにより、該間
隙を固定する、請求項６４に記載の装置。
【請求項７０】
　骨の中の骨折を整復するためのシステムであって、該骨は、該骨折に対して、近位部分
および遠位部分を有する身体部分の中にあり、該システムは、
　該身体部分の該近位部分に固定されるように構成された第１の支持材と、
　該第１の支持材に接合された第２の支持材と、
　を備え、該第２の支持材は、該身体部分の該遠位部分に固定され、該骨折を整復する配
向へと動かされ、そして該配向において係止されるように構成されている、システム。
【請求項７１】
　前記第２の支持材は、該第２の支持材が前記第１の支持材と実質的に同一の面内にある
ときに、該第１の支持材から該第２の支持材を分離することによって動かされるように構
成されている、請求項７０に記載のシステム。
【請求項７２】
　前記第２の支持材は、該第２の支持材を該第２の支持材に実質的に垂直な方向に平行移
動させることによって動かされるように構成されている、請求項７１に記載のシステム。
【請求項７３】
　前記方向は、実質的に掌側である、請求項７２に記載のシステム。
【請求項７４】
　前記第２の支持材は、第１の縁と、第２の縁とを有する場合、該第２の支持材は、該第
１の縁を掌側の方向へある程度まで偏向させることによって動かされるように構成されて
おり、該偏向の程度は、該第２の縁の任意のそのような偏向よりも大きい、請求項７３に
記載のシステム。
【請求項７５】
　前記第２の支持材は、前記第１の支持材に対して回転させられるように構成されている
、請求項７２に記載のシステム。
【請求項７６】
　骨折した骨の内部の部位に対して手術道具を定置するための装置であって、該装置は、
　該骨の断片を貫通するように構成されるピンと、
　該ピンに対して関節運動するように、および該部位に対応するアクセス点を示すように
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構成される支持材と
　を備える、装置。
【請求項７７】
　前記支持材は、
　前記ピンに対して関節運動するための凹面と、
　前記アクセス点を示すための指標と
　を含む、請求項７６に記載の装置。
【請求項７８】
　前記支持材は、前記ピンを受容するように構成されるカニューレ挿入された固定具をさ
らに含み、該カニューレ挿入された固定具は、凹面を含む、請求項７７に記載の装置。
【請求項７９】
　前記支持材は、前記骨の第１の解剖学的側面から該骨の第２の解剖学的側面まで及ぶよ
うに構成される曲率を含む、請求項７６に記載の装置。
【請求項８０】
　前記骨は、橈骨であり、
　前記第１の解剖学的側面は、背側面であり、
　前記第２の解剖学的側面は、前面である、請求項７９に記載の装置。
【請求項８１】
　前記骨片が第１の骨片であるとき、前記ピンは、治具に固定され、該治具は、該第１の
骨片を第２の骨片に対して整復される配向で保持する、請求項７６に記載の装置。
【請求項８２】
　前記ピンと前記支持材とは、相互に係合されたときに、球面を画定し、該ピンは、該球
面の半径に沿って位置し、
　該支持材は、前記アクセス点が該球面と前記骨に隣接する軟組織との交差に位置するよ
うに構成される、請求項７６に記載の装置。
【請求項８３】
　前記ピンは、前記骨片の中への該ピンの最大貫通深度を画定する戻り止めを含む、請求
項８２に記載の装置。
【請求項８４】
　前記ピンは、前記支持材と該ピンとが係合されたときに、前記骨片に対する該支持材の
最小高度を画定する戻り止めを含む、請求項８２に記載の装置。
【請求項８５】
　前記戻り止めが第１の戻り止めである場合、第２の戻り止めをさらに備え、該第２の戻
り止めは、前記支持材と前記ピンとが係合されたときに、前記骨片に対する該支持材の最
小高度を画定する、請求項８３に記載の装置。
【請求項８６】
　前記支持材は、
　前記ピンに係合するように構成される固定具と、
　延長部であって、該延長部は、該延長部が前記骨に隣接する軟組織に接触するまで、球
状軌道に沿って該固定具から離れるよう延在するように構成される、延長部と
　を備える、請求項７６に記載の装置。
【請求項８７】
　前記延長部は、指標を備え、該指標は、該指標が前記骨に近接しているときに前記アク
セス点を示す、請求項８６に記載の装置。
【請求項８８】
　前記指標は、球状軌道に対して直角である方向に前記延長部から離れるように延在する
、請求項８７に記載の装置。
【請求項８９】
　端部と、ガイド面とを有する細長いガイドをさらに備え、該ガイドは、該ガイド端部が
前記アクセス点に対応し、該ガイド面が手術道具を前記部位と整列させるよう配向される
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ように前記支持材と機械的に連携している、請求項７６に記載の装置。
【請求項９０】
　前記ピンは、前記骨片の中に配置されるように構成される貫通端部を有し、
　前記支持材は、前記ガイド面が前記手術道具を該貫通端部と整列させるよう配向される
ように、前記ガイドを配向するように構成される、請求項８９に記載の装置。
【請求項９１】
　第１の標的アーム上の第１の放射線不透過性標的と、
　第２の標的アーム上の第２の放射線不透過性標的と
　をさらに備え、
　前記部位と前記アクセス点とは、ガイド軸を画定し、
　該第１の標的アームは、前記ピンと機械的に連絡し、
　該第２の標的アームは、該ピンと機械的に連絡し、
　該第１の標的アームは、該ガイド軸から離れるように第１の方向に沿った第１の距離に
おいて該第１の標的を支持するように構成され、
　該第２の標的アームは、該ガイド軸から離れるように第２の方向に沿った第２の距離に
おいて該第２の標的を支持するように構成され、該第２の方向は、実質的に該第１の方向
に垂直である、請求項７６に記載の装置。
【請求項９２】
　前記第１の方向と前記第２の方向とは、前記部位に交差する面を画定する、請求項９１
に記載の装置。
【請求項９３】
　アクセス穴を骨において定置するための装置であって、該アクセス穴は、該骨の内部空
洞の中の部位までインプラントを送達するためのものであり、該装置は、
　第１の解剖学的視認面において該部位にレジスターされるように構成される第１の部材
と、
　該第１の部材に取り付けられた第２の部材であって、該第２の部材は、該第１の解剖学
的視認面に対して実質的に直角である第２の解剖学的視認面において組織と接触させられ
ると、該組織上の点、およびその点から該部位に至る方向を識別する、第２の部材と
　を備える、装置。
【請求項９４】
　前記第１の部材は、該第１の部材を前記部位にレジスターするための放射線不透過性標
的を備える、請求項９３に記載の装置。
【請求項９５】
　前記第１の部材は、
　枢動端部であって、該枢動端部は、骨貫通部材を受容するためのレセプタクルを含むフ
レームを回転可能に支持し、該骨貫通部材は、該フレームを前記骨の骨片に付加するよう
に構成される、枢動端部と、
　該フレームに対して該第１の部材を固定するように構成される圧力源と
　を備える、請求項９３に記載の装置。
【請求項９６】
　第１の解剖学的視界から第２の解剖学的視界まで及ぶ支柱をさらに備え、
　前記第１の部材および前記第２の部材は、細長く、
　該第１の部材は、前記枢動端部から離れて、該支柱を支持し、
　該支柱は、該第２の部材を支持する、請求項９３に記載の装置。
【請求項９７】
　前記支柱は、前記第２の部材を回転可能に支持する、請求項９６に記載の装置。
【請求項９８】
　前記第１の部材と前記第２の部材とが平行であるとき、該第２の部材は、
　（ａ）インプラントの長さと、
　（ｂ）該第２の部材の端部と前記部位の端部との間の距離と
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　に対応する長さだけ、該第１の部材よりも短い、請求項９６に記載の装置。
【請求項９９】
　前記第２の部材は、ガイドチューブを含む、請求項９６に記載の装置。
【請求項１００】
　前記第２の部材は、前記ガイドチューブの遠位開口部に隣接する基部を有し、該基部は
、前記骨の外面に接触するように構成される、請求項９９に記載の装置。
【請求項１０１】
　前記基部は、前記表面を握持して該表面に対する該基部の平行移動を防止するように構
成される接触部を含む、請求項１００に記載の装置。
【請求項１０２】
　前記接触部が第１の接触部であるとき、第２の接触部をさらに備え、該第２の接触部は
、前記表面を握持することにより、該第１の接触部と協調して、該表面に対する前記基部
の回転を防止するように構成される、請求項１０１に記載の装置。
【請求項１０３】
　前記基部は、該基部の第１の側面から延在する第１の整列部材と、該第１の側面の反対
側の該基部の第２の側面から延在する第２の整列部材とをさらに含み、該整列部材は、前
記骨の対向面に接線方向に係合することにより、前記ガイドチューブを該骨の長手軸と整
列させるように構成される、請求項１００に記載の装置。
【請求項１０４】
　前記基部は、該基部の第１の側面から延在する第１の横クリートと、該第１の側面の反
対側の該基部の第２の側面から延在する第２の横クリートとをさらに含み、該横クリート
は、前記骨の対向面を握持することにより、該基部が該骨の長手軸の周りで円周方向に回
転することを防止するように構成される、請求項１００に記載の装置。
【請求項１０５】
　前記基部は、骨貫通部材が該基部を前記骨と係合させるような、該骨貫通部材のための
レセプタクルを含む、請求項１００に記載の装置。
【請求項１０６】
　前記レセプタクルが第１のレセプタクルであり、前記骨貫通部材が第２の骨貫通部材で
あるとき、第２のレセプタクルをさらに備え、該第２のレセプタクルは、該第２の骨貫通
部材が前記基部を前記骨と係合させるような、第２の骨貫通部材のためのものであり、
　該第１および第２のレセプタクルは、該第１および第２の骨貫通部材に該基部を該骨に
トウネイル配設によって固定させるように歪曲している、請求項１０５に記載の装置。
【請求項１０７】
　前記第１の部材の前記枢動端部を前記部位にレジスターするための第１の放射線不透過
性標的と、
　前記基部を該部位にレジスターするための第２の放射線不透過性標的と
　をさらに備え、
　該第２の放射線不透過性標的は、
　該基部から延在し、
　実質的に前記第２の解剖学的視界面内に位置する、請求項１００に記載の装置。
【請求項１０８】
　前記基部によって支持され、前記ガイドチューブと整列させられる骨貫通部材ガイドを
さらに備え、
　前記フレームは、第１の骨片を第２の骨片に固定するように構成され、
　該基部は、該第１の骨片に接触するように構成され、
　該骨貫通部材ガイドは、骨貫通部材を該第２の骨片を通して前記インプラントの中へ方
向付けて、該第２の骨片を該インプラントに固着するように構成される、請求項１００に
記載の装置。
【請求項１０９】
　装置であって、該装置は、
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　骨の中の内部点から実質的に均一な距離で離間されている該骨の上の第１の部位に対応
するポインタであって、該内部点は骨インプラントのための場所に対応する、ポインタと
、
　該ポインタから離れるように延在する係合要素であって、該係合要素は、該骨に対して
固定され、該骨に対してある角度で配向されるピンの周りで回転するように構成される、
係合要素と
　を備え、
　該角度の変化は、該ポインタを該骨の上の第２の部位に対応させ、該第２の部位は、該
第１の部位とは異なり、該実質的に均一な距離だけ該内部点から離間される、装置。
【請求項１１０】
　前記実質的に均一な距離は、前記インプラントの長さに対応する、請求項１０９に記載
の装置。
【請求項１１１】
　装置であって、該装置は、
　骨の中の内部点から実質的に均一な距離で離間されている該骨の上の部位に対応するポ
インタであって、該内部点は、骨インプラントのための場所に対応する、ポインタと、
　該ポインタから離れるように延在する係合要素であって、該係合要素は、該骨に対して
固定されているピンの周りで回転するように構成される、係合要素と
　を備え、
　該実質的に均一な距離は、該ピンが該骨に固定される角度と無関係である、装置。
【請求項１１２】
　前記実質的に均一な距離は、前記インプラントの長さに対応する、請求項１１１に記載
の装置。
【請求項１１３】
　骨の内側の部位の付近の該骨の外側に整形外科用道具を定置するための装置であって、
該装置は、
　３つの直交軸を画定する道具ブラケットと、
　支持アセンブリと
　を備え、
　該支持アセンブリは、
　　該骨から離れて定置され、該骨の断片と係合されるように構成されるプラットフォー
ムと、
　　該支持アセンブリを該道具ブラケットに接続する調整ブームと
　を含み、
　該支持アセンブリは、該部位の付近の該骨の外側に該道具ブラケットを支持するように
構成され、
　該道具ブラケットは、該３つの軸の各々に沿って平行移動可能であり、その周りで回転
可能である、装置。
【請求項１１４】
　前記調整ブームは、
　筐体と、
　該筐体から前記道具ブラケットの中の第１の玉継手まで延在する第１のロッドと、
　該筐体の中の第２の玉継手から前記支持アセンブリの中の孔まで延在する第２のロッド
と
　を備える、請求項１１３に記載の装置。
【請求項１１５】
　前記筐体は、前記第２のロッドを介して、前記プラットフォームに対して平行移動可能
および回転可能である、請求項１１４に記載の装置。
【請求項１１６】
　放射線不透過性標的をさらに備え、該放射線不透過性標的は、医用画像を使用して、前
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記道具ブラケットを前記部位にレジスターするために、該道具ブラケットに取り付くよう
に構成される、請求項１１３に記載の装置。
【請求項１１７】
　ガイドチューブをさらに備え、該ガイドチューブは、
　ある配向で前記道具ブラケットに取り付けられるように構成される固定具と、
　該配向に基づいて前記部位の軸と整列させられ、回転手術道具を該部位に誘導するよう
に構成されるカニューレと
　を有する、請求項１１３に記載の装置。
【請求項１１８】
　骨貫通部材ガイドをさらに備え、前記骨片が第１の骨片であるとき、該骨貫通部材ガイ
ドは、
　ある配向で前記道具ブラケットに取り付けられるように構成される固定具と、
　該配向に基づいて前記部位の軸と整列させられるガイド通路であって、該ガイド通路は
、骨貫通部材を第２の骨片を通して前記インプラントの中へ方向付けて、該第２の骨片を
該インプラントに固着させるように構成される、ガイド通路と
　を有する、請求項１１３に記載の装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は、例えば、以下を提供する：
（項目１）
　骨の骨折を整復するための装置であって、該装置は、
　第１の骨貫通要素と、
　第２の骨貫通要素と、
　該骨の外部の架橋要素であって、該架橋要素は、該第１の骨貫通要素および該第２の骨
貫通要素を受容するように構成される、架橋要素と、
　該架橋要素に対する該第１の骨貫通要素の第１の位置、および該架橋要素に対する該第
２の骨貫通要素の第２の位置を保持するように構成される保持機構と
　を備える、装置。
（項目２）
　前記保持機構は、圧力を前記第１の骨貫通要素および前記第２の骨貫通要素に印加する
ように構成される細長い圧力分配部材を備え、該圧力分配部材は、該第１の骨貫通要素を
前記第１の位置に、および該第２の骨貫通要素を前記第２の位置に保持する、項目１に記
載の装置。
（項目３）
　固定機構をさらに備え、該固定機構は、圧力を前記圧力分配部材の一部分に送達するよ
うに構成されることにより、該圧力分配部材は、前記第１の骨貫通要素を前記第１の位置
に、および前記第２の骨貫通要素を前記第２の位置に保持する、項目２に記載の装置。
（項目４）
　前記固定機構は、止めネジを備える、項目３に記載の装置。
（項目５）
　第３の骨貫通部材と、
　基部と
　をさらに備え、
　該第３の骨貫通部材は、該基部を基準骨片と係合させるように構成され、
　前記第１の骨貫通部材は、該基準骨片に対して第１の骨片を定置するように構成される
、項目１に記載の装置。
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（項目６）
　前記基部は、前記第３の骨貫通部材を受容するように構成されるカラーを含む、項目５
に記載の装置。
（項目７）
　前記骨に対する前記基部の高度を固定するための高度ロックをさらに備える、項目６に
記載の装置。
（項目８）
　前記架橋部材と前記カラーとの間の長さを固定するための長さロックをさらに備える、
項目６に記載の装置。
（項目９）
　前記第２の骨貫通部材は、前記基準骨片に対して第２の骨片を定置するように構成され
る、項目５に記載の装置。
（項目１０）
　前記基部を前記架橋要素に剛に接合するように構成される支持材をさらに備え、該支持
材は、前記骨の電磁撮像のための陥凹を画定する、項目１に記載の装置。
（項目１１）
　前記陥凹の一部分は、前記骨の長手軸と実質的に一致する、項目１０に記載の装置。
（項目１２）
　前記支持材を前記架橋要素に接合するヒンジをさらに備える、項目１０に記載の装置。
（項目１３）
　前記架橋部材を斜角で前記支持材に固定するように構成されるヒンジロックをさらに備
える、項目１２に記載の装置。
（項目１４）
　骨の骨折を整復するための装置であって、該装置は、
　単一フレームを備え、該単一フレームは、
　　第１の骨貫通要素を受容するための第１のレセプタクルと、
　　第２の骨貫通要素を受容するための第２のレセプタクルと、
　　第３の骨貫通要素を受容するための第３のレセプタクルと
　を有し、
　該第１および第２の骨貫通要素は、該第３の骨貫通要素に対応する第３の骨片に対して
、第１および第２の骨片をそれぞれ移動させるように構成され、
　該第１のレセプタクルと該第２のレセプタクルとは、該第１のレセプタクルを始点とす
る第１の半直線を画定し、
　該第１のレセプタクルと該第３のレセプタクルとは、該第１のレセプタクルを始点とす
る第２の半直線を画定し、
　該第１の半直線と第２の半直線とは、鋭角を画定する、装置。
（項目１５）
　前記角度は、約４０°から約８９°に及ぶ、項目１４に記載の装置。
（項目１６）
　前記角度は、約４５°から約８０°に及ぶ、項目１４に記載の装置。
（項目１７）
　前記角度は、約５５°から約７５°に及ぶ、項目１４に記載の装置。
（項目１８）
　前記第１のレセプタクルおよび前記第２のレセプタクルは、前記骨の第１および第２の
解剖学的半空間に対応し、該第１の解剖学的半空間は、該骨を実質的に二分する面によっ
て分離される、項目１４に記載の装置。
（項目１９）
　前記第１の解剖学的半空間は、前半空間であり、
　前記第２の解剖学的半空間は、後半空間である、項目１８に記載の装置。
（項目２０）
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　前記第１の解剖学的半空間は、掌側半空間であり、
　前記第２の解剖学的半空間は、背側半空間である、項目１８に記載の装置。
（項目２１）
　前記第１の解剖学的半空間は、内側半空間であり、
　前記第２の解剖学的半空間は、外側半空間である、項目１８に記載の装置。
（項目２２）
　前記第３のレセプタクルは、前記骨を実質的に二分し、前記骨の第１および第２の解剖
学的半空間を画定する面に対応する、項目１４に記載の装置。
（項目２３）
　前記第１の解剖学的半空間は、前半空間であり、
　前記第２の解剖学的半空間は、後半空間である、項目２２に記載の装置。
（項目２４）
　前記第１の解剖学的半空間は、掌側半空間であり、
　前記第２の解剖学的半空間は、背側半空間である、項目２２に記載の装置。
（項目２５）
　前記第１の解剖学的半空間は、内側半空間であり、
　前記第２の解剖学的半空間は、外側半空間である、項目２２に記載の装置。
（項目２６）
　骨折を整復するための方法であって、該方法は、
　第１の骨貫通部材を第１の骨片に挿入することと、
　第２の骨貫通部材を第２の骨片に挿入することと、
　アクチュエータからの係止力を該第１の骨貫通部材および該第２の骨貫通部材に分配す
ることであって、それにより、該第１の骨貫通部材および該第２の骨貫通部材を該第１の
骨貫通部材から該第２の骨貫通部材まで及ぶ架橋部材に係止する、ことと
　を含む、方法。
（項目２７）
　前記架橋部材を基準骨片の長手軸に対して斜角に回転させることをさらに含む、項目２
６に記載の方法。
（項目２８）
　前記角度は、橈骨の傾斜である、項目２６に記載の方法。
（項目２９）
　基部を前記基準骨片にピンで留めることによって前記架橋部材を前記斜角に固定するこ
とをさらに含み、該基部は、該架橋部材に剛に接合される、項目２７に記載の方法。
（項目３０）
　基準骨片に対して、基部の高度を調整することをさらに含む、それにより、前記第１お
よび第２の骨片を該基準骨片に対してある角度まで回転させる、項目２６に記載の方法。
（項目３１）
　前記角度は、掌側傾転である、項目３０に記載の方法。
（項目３２）
　前記角度を固定するために前記高度を固定することをさらに含む、項目３０に記載の方
法。
（項目３３）
　基部に対して、基準骨片と係合される第３の骨貫通部材の位置を調整することをさらに
含み、それにより、（ａ）前記第１および第２の骨片と（ｂ）該基準骨片との間の距離を
調整する、項目２６に記載の方法。
（項目３４）
　前記距離は、橈骨の高さに対応する、項目３３に記載の方法。
（項目３５）
　前記距離を固定するために、前記基部に対するカラーの位置を固定することをさらに含
む、項目３３に記載の方法。



(15) JP 2014-514024 A5 2015.4.9

（項目３６）
　陥凹を有する剛性の放射線不透過性支持材を使用して、基準骨に対して前記架橋部材を
固定することと、
　該陥凹を介して骨の内部を撮像することと
　をさらに含む、項目２６に記載の方法。
（項目３７）
　骨折を整復するための装置であって、該装置は、
　第１の骨片に固定されるように構成される基部と、
　該基部と機械的に連絡している骨片マニュピレータであって、該骨片マニュピレータは
、
　第２の骨片と剛に係合されることと、
　３つの直交軸に沿って該第２の骨片を変位させることと、
　該３つの直交軸の各々に沿って該第２の骨片を回転させることと
　を行うように構成される、骨片マニュピレータと
　を備える、装置。
（項目３８）
　圧力源をさらに備え、該圧力源は、前記マニュピレータを固定することにより、
　前記３つの直交軸に沿った前記第２の骨片の変位と、
　該３つの直交軸の周りでの該第２の骨片の回転と
を実質的に防止するように構成される、項目３７に記載の装置。
（項目３９）
　前記骨片マニュピレータは、
　細長い骨貫通部材と、
　該細長い骨貫通部材を受容するように構成されるカラーと
　を備える、項目３７に記載の装置。
（項目４０）
　前記骨片マニュピレータは、圧力源をさらに備え、該圧力源は、前記カラーに対して前
記骨貫通部材を係止するように構成される、項目３９に記載の装置。
（項目４１）
　前記骨片マニュピレータは、カラー支持材をさらに備え、該カラー支持材は、
　第１の方向と、
　該第１の方向に対して直角である第２の方向と
　において平行移動するように構成される、項目３９に記載の装置。
（項目４２）
　前記骨片マニュピレータは圧力源をさらに備え、該圧力源は、前記カラー支持材に対し
て前記カラーを係止するように構成される、項目４１に記載の装置。
（項目４３）
　前記骨片マニュピレータは圧力源をさらに備え、該圧力源は、前記基部に対して前記カ
ラー支持材を係止するように構成される、項目４１に記載の装置。
（項目４４）
　前記骨片マニュピレータは、カラー支持材をさらに備え、該カラー支持材は、
　第１の方向と
　該第１の方向に対して直角である第２の方向と
　において平行移動するように構成される、項目４０に記載の装置。
（項目４５）
　前記圧力源は、前記カラー支持材に対して前記カラーを係止するように構成される、項
目４４に記載の装置。
（項目４６）
　前記圧力源は、前記基部に対して前記カラー支持材を係止するようにさらに構成される
、項目４５に記載の装置。
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（項目４７）
　前記圧力源が第１の圧力源であるとき、第２の圧力源を備え、該第２の圧力源は、前記
基部に対して前記カラー支持材を係止するように構成される、項目４２に記載の装置。
（項目４８）
　前記カラーは、コレットを備え、該コレットは、前記カラー支持材に対して関節運動す
る関節運動面を有し、
　前記圧力源は、該コレットのネジ山である、項目４１に記載の装置。
（項目４９）
　前記関節運動面は、実質的に球面の曲率を有する、項目４８に記載の装置。
（項目５０）
　前記カラーは、コレットを備え、該コレットは、
　前記細長い骨貫通部材を受容するためのカニューレ挿入された本体であって、該カニュ
ーレ挿入された本体は、
　　外側ネジ山と、
　　該細長い骨貫通部材を保持するように構成される保持指部と
　を有する、カニューレ挿入された本体と、
　該カニューレ挿入された本体を受容し、該細長い骨貫通部材に対して該保持指部を圧迫
するためのテーパ状形態部と、
　該外側ネジ山に係合し、該カニューレ挿入された本体を該テーパ状形態部の中へ方向付
けるための雌ネジ山付き部材と
　を含む、項目４０に記載の装置。
（項目５１）
　前記雌ネジ山付き部材は、前記カラー支持材に対して関節運動するための第１の湾曲関
節運動面を含み、
　前記テーパ状形態部は、該カラー支持材に対して関節運動するための第２の湾曲関節運
動面を含む、項目５０に記載の装置。
（項目５２）
　前記テーパ状形態部は、拡張部材を含み、該拡張部材は、前記保持指部による前記細長
い骨貫通部材の係合に応答して、前記カラー支持材に係合するように構成される、項目５
１に記載の装置。
（項目５３）
　戻り止めをさらに備え、該戻り止めは、前記カラー支持材に対して、前記テーパ状形態
部の回転変位を制限する、項目５２に記載の装置。
（項目５４）
　前記戻り止めは、前記テーパ状形態部から延在し、前記カラー支持材への干渉に対して
構成されるピンを含む、項目５３に記載の装置。
（項目５５）
　前記雌ネジ山付き部材と前記テーパ状形態部とは、該形態部に対する前記保持指部の力
によって、相互から変位させられるように構成される、項目５０に記載の装置。
（項目５６）
　前記カラー支持材は、上板と、下板とを含み、
　前記テーパ状形態部からの前記雌ネジ山付き部材の変位は、該下板から該上板を変位さ
せる、項目５５に記載の装置。
（項目５７）
　前記基部は、前記下板からの前記上板の変位を制限するように構成されるフレームを含
む、項目５６に記載の装置。
（項目５８）
　前記コレットは、圧力を印加することによって、前記細長い骨貫通部材を（ａ）前記雌
ネジ山付き部材および前記テーパ状形態部を通して前記カラー支持材に、および（ｂ）該
カラー支持材を通して前記フレームに係止する、項目５７に記載の装置。
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（項目５９）
　前記骨片マニュピレータが第１の骨片マニュピレータであり、前記３つの直交軸が第２
の骨片に対応するとき、第２の骨片マニュピレータをさらに備え、該第２の骨片マニュピ
レータは、前記基部と機械的に連絡し、
　第３の骨片と剛に係合されることと、
　該第３の骨片に対応する３つの直交軸に沿って該第３の骨片を変位させることと、
　該３つの直交軸の各々に沿って該第３の骨片を回転させることと
　を行うように構成される、項目３７に記載の装置。
（項目６０）
　骨折を整復するための装置であって、該装置は、
　可鍛性フレームと、
　該フレームに固定され、第１の細長い骨貫通部材を受容するように構成される第１のカ
ラーと、
　該フレームに固定され、第２の細長い骨貫通部材を受容するように構成される第２のカ
ラーと
　を備え、
　該可鍛性フレームは、該第１の細長い骨貫通部材に対して該第２の細長い骨貫通部材の
位置を保持するように構成される、装置。
（項目６１）
　前記第１のカラーに剛に連結される第１の制御ハンドルと、
　前記第２のカラーに剛に連結される第２の制御ハンドルであって、該第２の制御ハンド
ルは、該第２のカラーを該第１のカラーに対する第１の位置から該第１のカラーに対する
第２の位置まで移動させるように構成される、第２の制御ハンドルと
　をさらに備える、項目６０に記載の装置。
（項目６２）
　前記第１の制御ハンドルは、使用中に、前記第１のカラーに連結され、使用後に、該第
１のカラーから取り外し可能であり、
　前記第２の制御ハンドルは、使用中に、前記第２のカラーに連結され、使用後に、該第
２のカラーから取り外し可能である、項目６１に記載の装置。
（項目６３）
　前記第１のカラーは、該第１のカラーに対して前記第１の細長い骨貫通部材を係止する
ように構成される第１の圧力源を含み、
　前記第２のカラーは、該第２のカラーに対して前記第２の細長い骨貫通部材を係止する
ように構成される第２の圧力源を含む、項目６２に記載の装置。
（項目６４）
　骨の骨折を整復するための装置であって、該装置は、
　第１の骨片に対応する第１の軟組織を支持するように構成される第１の支持材と、
　第２の骨片に対応する第２の軟組織を支持するように構成される第２の支持材であって
、該第２の支持材は、接合部を介して該第１の支持材に対して関節運動する、第２の支持
材と、
　該接合部を固定して、該第１の支持材と該第２の支持材との間の角度をセットするよう
に構成されるロックと
　備える、装置。
（項目６５）
　前記第１の軟組織を前記第１の支持材に引き締める第１の引締め要素と、
　前記第２の軟組織を前記第２の支持材に引き締める第２の引締め要素と
　をさらに備える、項目６４に記載の装置。
（項目６６）
　前記第２の引締め要素は、引張力を前記第２の軟組織に印加して、前記第１の骨片から
離れるよう前記第２の骨片を変位させるように構成される、項目６５に記載の装置。
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（項目６７）
　前記第２の引締め要素は、軟組織把持器を含む、項目６６に記載の装置。
（項目６８）
　前記軟組織把持器は、前記第１の骨片から離れるような前記第２の骨片の変位が増加す
るにつれて、増加するけん引力を前記軟組織に印加するように構成される、項目６７に記
載の装置。
（項目６９）
　前記接合部は、細長い部材を備え、該細長い部材は、
　前記第１の支持材と回転可能で係止可能に係合している第１の端部と、
　前記第２の支持材と回転可能で係止可能に係合している第２の端部と、
　変位ロックと
　を有し、
　該第１の端部と第２の端部とは、該第１の支持材と第２の支持材との間の間隙を調整す
るように相互から変位可能であり、
　該変位ロックは、該第１の端部と第２の端部との間の変位を固定することにより、該間
隙を固定する、項目６４に記載の装置。
（項目７０）
　骨の中の骨折を整復するための方法であって、該骨は、該骨折に対して、近位部分およ
び遠位部分を有する身体部分の中にあり、該方法は、
　該身体部分の該近位部分を第１の支持材に固定することと、
　該身体部分の該遠位部分を、該第１の支持材に接合された第２の支持材に固定すること
と、
　該第２の支持材を該骨折を整復する配向へと動かすことと、
　該第２の支持材を該配向において係止することと
　を含む、方法。
（項目７１）
　前記動かすことは、前記第２の支持材が前記第１の支持材と実質的に同一の面内にある
ときに、該第１の支持材から該第２の支持材を分離することを含む、項目７０に記載の方
法。
（項目７２）
　前記動かすことは、前記第２の支持材を該第２の支持材に実質的に垂直な方向に平行移
動させることをさらに含む、項目７１に記載の方法。
（項目７３）
　前記方向は、実質的に掌側である、項目７２に記載の方法。
（項目７４）
　前記第２の支持材は、第１の縁と、第２の縁とを有する場合、前記動かすことは、該第
１の縁を掌側の方向へある程度まで偏向させることをさらに含み、該偏向の程度は、該第
２の縁の任意のそのような偏向よりも大きい、項目７３に記載の方法。
（項目７５）
　前記第１の支持材に対して前記第２の支持材を回転させることをさらに含む、項目７２
に記載の方法。
（項目７６）
　骨折した骨の内部の部位に対して手術道具を定置するための装置であって、該装置は、
　該骨の断片を貫通するように構成されるピンと、
　該ピンに対して関節運動するように、および該部位に対応するアクセス点を示すように
構成される支持材と
　を備える、装置。
（項目７７）
　前記支持材は、
　前記ピンに対して関節運動するための凹面と、
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　前記アクセス点を示すための指標と
　を含む、項目７６に記載の装置。
（項目７８）
　前記支持材は、前記ピンを受容するように構成されるカニューレ挿入された固定具をさ
らに含み、該カニューレ挿入された固定具は、凹面を含む、項目７７に記載の装置。
（項目７９）
　前記支持材は、前記骨の第１の解剖学的側面から該骨の第２の解剖学的側面まで及ぶよ
うに構成される曲率を含む、項目７６に記載の装置。
（項目８０）
　前記骨は、橈骨であり、
　前記第１の解剖学的側面は、背側面であり、
　前記第２の解剖学的側面は、前面である、項目７９に記載の装置。
（項目８１）
　前記骨片が第１の骨片であるとき、前記ピンは、治具に固定され、該治具は、該第１の
骨片を第２の骨片に対して整復される配向で保持する、項目７６に記載の装置。
（項目８２）
　前記ピンと前記支持材とは、相互に係合されたときに、球面を画定し、該ピンは、該球
面の半径に沿って位置し、
　該支持材は、前記アクセス点が該球面と前記骨に隣接する軟組織との交差に位置するよ
うに構成される、項目７６に記載の装置。
（項目８３）
　前記ピンは、前記骨片の中への該ピンの最大貫通深度を画定する戻り止めを含む、項目
８２に記載の装置。
（項目８４）
　前記ピンは、前記支持材と該ピンとが係合されたときに、前記骨片に対する該支持材の
最小高度を画定する戻り止めを含む、項目８２に記載の装置。
（項目８５）
　前記戻り止めが第１の戻り止めである場合、第２の戻り止めをさらに備え、該第２の戻
り止めは、前記支持材と前記ピンとが係合されたときに、前記骨片に対する該支持材の最
小高度を画定する、項目８３に記載の装置。
（項目８６）
　前記支持材は、
　前記ピンに係合するように構成される固定具と、
　延長部であって、該延長部は、該延長部が前記骨に隣接する軟組織に接触するまで、球
状軌道に沿って該固定具から離れるよう延在するように構成される、延長部と
　を備える、項目７６に記載の装置。
（項目８７）
　前記延長部は、指標を備え、該指標は、該指標が前記骨に近接しているときに前記アク
セス点を示す、項目８６に記載の装置。
（項目８８）
　前記指標は、球状軌道に対して直角である方向に前記延長部から離れるように延在する
、項目８７に記載の装置。
（項目８９）
　端部と、ガイド面とを有する細長いガイドをさらに備え、該ガイドは、該ガイド端部が
前記アクセス点に対応し、該ガイド面が手術道具を前記部位と整列させるよう配向される
ように前記支持材と機械的に連携している、項目７６に記載の装置。
（項目９０）
　前記ピンは、前記骨片の中に配置されるように構成される貫通端部を有し、
　前記支持材は、前記ガイド面が前記手術道具を該貫通端部と整列させるよう配向される
ように、前記ガイドを配向するように構成される、項目８９に記載の装置。
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（項目９１）
　第１の標的アーム上の第１の放射線不透過性標的と、
　第２の標的アーム上の第２の放射線不透過性標的と
　をさらに備え、
　前記部位と前記アクセス点とは、ガイド軸を画定し、
　該第１の標的アームは、前記ピンと機械的に連絡し、
　該第２の標的アームは、該ピンと機械的に連絡し、
　該第１の標的アームは、該ガイド軸から離れるように第１の方向に沿った第１の距離に
おいて該第１の標的を支持するように構成され、
　該第２の標的アームは、該ガイド軸から離れるように第２の方向に沿った第２の距離に
おいて該第２の標的を支持するように構成され、該第２の方向は、実質的に該第１の方向
に垂直である、項目７６に記載の装置。
（項目９２）
　前記第１の方向と前記第２の方向とは、前記部位に交差する面を画定する、項目９１に
記載の装置。
（項目９３）
　アクセス穴を骨において定置するための装置であって、該アクセス穴は、該骨の内部空
洞の中の部位までインプラントを送達するためのものであり、該装置は、
　第１の解剖学的視認面において該部位にレジスターされるように構成される第１の部材
と、
　該第１の部材に取り付けられた第２の部材であって、該第２の部材は、該第１の解剖学
的視認面に対して実質的に直角である第２の解剖学的視認面において組織と接触させられ
ると、該組織上の点、およびその点から該部位に至る方向を識別する、第２の部材と
　を備える、装置。
（項目９４）
　前記第１の部材は、該第１の部材を前記部位にレジスターするための放射線不透過性標
的を備える、項目９３に記載の装置。
（項目９５）
　前記第１の部材は、
　枢動端部であって、該枢動端部は、骨貫通部材を受容するためのレセプタクルを含むフ
レームを回転可能に支持し、該骨貫通部材は、該フレームを前記骨の骨片に付加するよう
に構成される、枢動端部と、
　該フレームに対して該第１の部材を固定するように構成される圧力源と
　を備える、項目９３に記載の装置。
（項目９６）
　第１の解剖学的視界から第２の解剖学的視界まで及ぶ支柱をさらに備え、
　前記第１の部材および前記第２の部材は、細長く、
　該第１の部材は、前記枢動端部から離れて、該支柱を支持し、
　該支柱は、該第２の部材を支持する、項目９３に記載の装置。
（項目９７）
　前記支柱は、前記第２の部材を回転可能に支持する、項目９６に記載の装置。
（項目９８）
　前記第１の部材と前記第２の部材とが平行であるとき、該第２の部材は、
　（ａ）インプラントの長さと、
　（ｂ）該第２の部材の端部と前記部位の端部との間の距離と
　に対応する長さだけ、該第１の部材よりも短い、項目９６に記載の装置。
（項目９９）
　前記第２の部材は、ガイドチューブを含む、項目９６に記載の装置。
（項目１００）
　前記第２の部材は、前記ガイドチューブの遠位開口部に隣接する基部を有し、該基部は
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、前記骨の外面に接触するように構成される、項目９９に記載の装置。
（項目１０１）
　前記基部は、前記表面を握持して該表面に対する該基部の平行移動を防止するように構
成される接触部を含む、項目１００に記載の装置。
（項目１０２）
　前記接触部が第１の接触部であるとき、第２の接触部をさらに備え、該第２の接触部は
、前記表面を握持することにより、該第１の接触部と協調して、該表面に対する前記基部
の回転を防止するように構成される、項目１０１に記載の装置。
（項目１０３）
　前記基部は、該基部の第１の側面から延在する第１の整列部材と、該第１の側面の反対
側の該基部の第２の側面から延在する第２の整列部材とをさらに含み、該整列部材は、前
記骨の対向面に接線方向に係合することにより、前記ガイドチューブを該骨の長手軸と整
列させるように構成される、項目１００に記載の装置。
（項目１０４）
　前記基部は、該基部の第１の側面から延在する第１の横クリートと、該第１の側面の反
対側の該基部の第２の側面から延在する第２の横クリートとをさらに含み、該横クリート
は、前記骨の対向面を握持することにより、該基部が該骨の長手軸の周りで円周方向に回
転することを防止するように構成される、項目１００に記載の装置。
（項目１０５）
　前記基部は、骨貫通部材が該基部を前記骨と係合させるような、該骨貫通部材のための
レセプタクルを含む、項目１００に記載の装置。
（項目１０６）
　前記レセプタクルが第１のレセプタクルであり、前記骨貫通部材が第２の骨貫通部材で
あるとき、第２のレセプタクルをさらに備え、該第２のレセプタクルは、該第２の骨貫通
部材が前記基部を前記骨と係合させるような、第２の骨貫通部材のためのものであり、
　該第１および第２のレセプタクルは、該第１および第２の骨貫通部材に該基部を該骨に
トウネイル配設によって固定させるように歪曲している、項目１０５に記載の装置。
（項目１０７）
　前記第１の部材の前記枢動端部を前記部位にレジスターするための第１の放射線不透過
性標的と、
　前記基部を該部位にレジスターするための第２の放射線不透過性標的と
　をさらに備え、
　該第２の放射線不透過性標的は、
　該基部から延在し、
　実質的に前記第２の解剖学的視界面内に位置する、項目１００に記載の装置。
（項目１０８）
　前記基部によって支持され、前記ガイドチューブと整列させられる骨貫通部材ガイドを
さらに備え、
　前記フレームは、第１の骨片を第２の骨片に固定するように構成され、
　該基部は、該第１の骨片に接触するように構成され、
　該骨貫通部材ガイドは、骨貫通部材を該第２の骨片を通して前記インプラントの中へ方
向付けて、該第２の骨片を該インプラントに固着するように構成される、項目１００に記
載の装置。
（項目１０９）
　装置であって、該装置は、
　骨の中の内部点から実質的に均一な距離で離間されている該骨の上の第１の部位に対応
するポインタであって、該内部点は骨インプラントのための場所に対応する、ポインタと
、
　該ポインタから離れるように延在する係合要素であって、該係合要素は、該骨に対して
固定され、該骨に対してある角度で配向されるピンの周りで回転するように構成される、
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係合要素と
　を備え、
　該角度の変化は、該ポインタを該骨の上の第２の部位に対応させ、該第２の部位は、該
第１の部位とは異なり、該実質的に均一な距離だけ該内部点から離間される、装置。
（項目１１０）
　前記実質的に均一な距離は、前記インプラントの長さに対応する、項目１０９に記載の
装置。
（項目１１１）
　装置であって、該装置は、
　骨の中の内部点から実質的に均一な距離で離間されている該骨の上の部位に対応するポ
インタであって、該内部点は、骨インプラントのための場所に対応する、ポインタと、
　該ポインタから離れるように延在する係合要素であって、該係合要素は、該骨に対して
固定されているピンの周りで回転するように構成される、係合要素と
　を備え、
　該実質的に均一な距離は、該ピンが該骨に固定される角度と無関係である、装置。
（項目１１２）
　前記実質的に均一な距離は、前記インプラントの長さに対応する、項目１１１に記載の
装置。
（項目１１３）
　骨の内側の部位の付近の該骨の外側に整形外科用道具を定置するための装置であって、
該装置は、
　３つの直交軸を画定する道具ブラケットと、
　支持アセンブリと
　を備え、
　該支持アセンブリは、
　　該骨から離れて定置され、該骨の断片と係合されるように構成されるプラットフォー
ムと、
　　該支持アセンブリを該道具ブラケットに接続する調整ブームと
　を含み、
　該支持アセンブリは、該部位の付近の該骨の外側に該道具ブラケットを支持するように
構成され、
　該道具ブラケットは、該３つの軸の各々に沿って平行移動可能であり、その周りで回転
可能である、装置。
（項目１１４）
　前記調整ブームは、
　筐体と、
　該筐体から前記道具ブラケットの中の第１の玉継手まで延在する第１のロッドと、
　該筐体の中の第２の玉継手から前記支持アセンブリの中の孔まで延在する第２のロッド
と
　を備える、項目１１３に記載の装置。
（項目１１５）
　前記筐体は、前記第２のロッドを介して、前記プラットフォームに対して平行移動可能
および回転可能である、項目１１４に記載の装置。
（項目１１６）
　放射線不透過性標的をさらに備え、該放射線不透過性標的は、医用画像を使用して、前
記道具ブラケットを前記部位にレジスターするために、該道具ブラケットに取り付くよう
に構成される、項目１１３に記載の装置。
（項目１１７）
　ガイドチューブをさらに備え、該ガイドチューブは、
　ある配向で前記道具ブラケットに取り付けられるように構成される固定具と、
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　該配向に基づいて前記部位の軸と整列させられ、回転手術道具を該部位に誘導するよう
に構成されるカニューレと
　を有する、項目１１３に記載の装置。
（項目１１８）
　骨貫通部材ガイドをさらに備え、前記骨片が第１の骨片であるとき、該骨貫通部材ガイ
ドは、
　ある配向で前記道具ブラケットに取り付けられるように構成される固定具と、
　該配向に基づいて前記部位の軸と整列させられるガイド通路であって、該ガイド通路は
、骨貫通部材を第２の骨片を通して前記インプラントの中へ方向付けて、該第２の骨片を
該インプラントに固着させるように構成される、ガイド通路と
　を有する、項目１１３に記載の装置。
　治療のために骨折骨に準備を施すための装置および方法が提供される。
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